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1』研． 究．目的

　Mary D．Sheridanは，幼年期及び児童初期におけ

る視覚能力評価の信頼繊来る臨床的方法の必要性を，

む鱗欺陥の診断串騨早けれを堺囑、難の
完全な獲得又は増進にづい七1’まり明る吟見通しを痔つ

礁が出来るという 一般的な見解の』致がある。ロ．視覚

的知掌能力ρ欠陥と学童の特殊な学習困難（難競症など）

・坤悶係雌毅弊く理驚れ磯こなって来て い

る諮論酵上の助状齢神縛的異勲聞に・．頻
度の高い関連性が証明され史いる6』どいら理由で強調

し‘その方法の一つとし淀ろタイカr視覚検査法（STY－

p尽VI＄19N　TEST） を示してい 鞄。』、、私達l！よ，こφス

タイカ』視覚検査実施要顧を検討した結果，6ヵ月～2

歳6函月裏で匠行われる段級ボーソレテヌトが，視覚テス

トの中で一番早い時期に出来るテ帆トであり，前述の

1聯でも・、、戦務 ト蠣靴す鱗の必甦を麟
このデストで欠けている点をおぎなった形での実験を行

い，・乳幼児め視覚能力｝スト1を開発ずることを試みた。

　なお，こ、こで考える視覚能力の意味を明らかにす多為

，吟日り騨学での勘の考え方ζ、鶏用いられてい

る視標について少し述べておきたい。まず考え方である
あ㍉』視力をぱ広い意味で， 物め形を識別する鋭敏さであ

るといわれ・これには知能鋒馳ど殉申ゆ脚な
要素が多く含まれている為，医学的に測定するkは困難

が多レ1・・その為一厳酵としては・・蝋を分聯別す

る卿（分離能）のみ暇胤て蹴すうこととiし隣

の聯でつくられ槻騨ラγドノレ畷である・鮮で

今日痺むμている裸標の享塗も．マ〉を1．物硯形の識別をみ

る灘覚と淳即碑騨麹灘にわけてあげて
みると第1表の様になる。

第 1衷；視標の種頚

形　態　覚

　　’か：た が な1』

・　　 びノら㍗が1な

　　数”　 』弘 字ひ

　　ロ』．一
、1 字に．｝

　　四点、L視1標1』、

　・ さいのゆ視球』、r
　　ち影 絵

分　離　覚

ラゾ ド・ノレ乙ト 環ベ

スネ・一』レビソ鉤X

・；亘　一視㌔デ標ヂ

』六 応六 環1

・1’ 松 模様
、累魚型視 標

なお，乳児卿視力検盈し餌回転する白即騨
様をみせて視運動眼振OKN（6嬢okinetic　nystagmus．

OKN）が・みと齢れ初・を指概勝他覚的視力検
査法櫛る・『：をず．

戸【［rr、、

　そこで，私達爾貨っ欺馨級ボ［ルテストは， 規力のど

の点をとらえているがが問題となるが，このテストと’

非常に似たやり 方で、乳幼児の視力をはかっている大山

（1950年）の実験を紹介しながら考えてみたい♂大山は

白色をバックに黒円又賠球を示し，それを認めた事によ

ってあらわれる鱒馨者璽聾度（全身状綿眼の動き，物．

を取ろうとする簾勲麟指で獅す脇発声一
等）にょっそ，㌧乳幼児め視力を測ろうとした。その検査．

手続の中に1ま，・最初は大ぎな黒球をみせγ検者渉よ1く認、

める行動を示してや’りll』被験者比ごれをまねた行動簸よ

く出来るまで訓練ざせ｛ること“った模倣学習がはレ》ら史い

る』 そ・して5魚の薙離から直径工5㎜の球をみる事が出

来ピそれ以下めを見えない視力を』1・0（注．ラソドルト

環の標準はチ環ゐ直径ケ悉輌，1．環の幅および切れ目の幅

1』5m皿「の視標め釘れ自め方向を5mの距離から見分げる
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ことが出来た時，視力がLOである。）として，それを標準

とし乳幼児の視力を次の様に算出している（第2表）。但

し測定距離は3ヵ月までが50cm、　6ヵ月までが1m，

12カ月までが2mで，それ以上の年齢が5血である。

第2表乳幼児の視力（大山）

10〃

12〃

24〃

48〃

不　明

不　明

不　明

不　明

0．1～0．15

0壁2～0．25

0．5～0．6

O．6

月　令

1ヵ月

2　〃

3　〃

4　〃

6　〃

8　〃

被験者・数

5　名

3　〃

3　〃

4　〃

3　〃

不　明

視 力

光覚4名，眼前手動（1名）

0，01，眼前手動（2名）

0，01， 0．02（2名）

0．02（2名），　0．03，　0．05

0．04，0．05，0．08

0．1

　大山は，この結果の解釈の上で，この方法は，ランド

ルト環が求めている最小分離能ではなく，それよりは下

等な点視力最小視認能（minimum　visible）を求めるも

のであり，この方法では，成人型視覚では分離能と対応

するが，乳幼児型視覚では両者の間に開きがあるといっ

ている。この様にみて行くと，私達がはかった視力は，

この最小視認能を求めたものであり，ランドルト環の結

果より，過大なものとしてあらわれる事が考えられる。

H　研　究　方法

　被験者：愛育病院で出産，現在保健指導に通って来て

いる月齢、3ヵ月，6カ月，9ヵ月，珍万月の乳児、人

数，各月齢の日数は第3表に示してある。なお被験者は，

3ヵ月から6ヵ月に移る時に，全体の10％の者が新しく

加っただけで，その後は同一被験者で通してある。

　実験計画＝視覚検査においては，玉の大ぎさ（大小）

と距離（遠3m，近L5m）を，刺漂条件として変化さ

せう。そこでこの二つの条件差をみる為，各月齢とも，

次の4グルーブに分けた。

1Gr　玉の大きさ　　大→小

　　距　　離
2Gr　玉の大きさ

　　距　　離
3Gr　玉の大きさ

　　距　　離
4Gr　玉の大きさ

　　距　　離

1，5m→3m
大一》小

3m一〉1．5m

小→大

1．5m一》　3m

小一＞大

3m→1，5m

第3表　各グルーブの人数（N），日数の平均（M）分散

暴1史11Grl2Grl3Gri4Grl全体

3
カ

月

6
カ

月

9
カ

月

12

カ

月

人数NI261331251271・11
平均MIg2・28・lg5・…187・8・・Ig耳，2ε・lg・，艇3

N

M 119…541194・458119＆・831真86，6・gl192，292

SDI・6・68gI・9・・9412・・2631・5，494118，6・1

N

M

125123i22127 lg7

1286・・8・！277・3331273，1431271，9571277，4・9

SD［23・743122・68・1エ8・594！・7，・66121，589

N

M
13112412・［25卜1・・
137・・935！382・6671372・・5・1372，44・！374，35・

　実験場所＝愛育研究所北側の一室，防音の為外側の窓

には二重卑一テソ，内側は二霞ドアになっている。又床

にはジ手［タソを敷いた。室内は視覚検査の為，視界に

特別嫉焼るものがな軽磁注意し，囲りを薄ク．り一ム色に

統一し疫。なお床画には刺激となる白玉がは1っきりする

様，黒布をジュータ・ソの上に激きつめた。床面の明るさ

は430ルクスo（実験室の構造は第1図の通りである）

SDIg・17gI31…gl1亀4651g，5961・9，盟3

第！図実験室の構造

娩
察
者

3M
1．5M

烈布

　奥験者（概察者）

3，2M

被
験
者

一136一
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　検査手続：被験者である乳児は，なるべく視線が床面

に向く．様母親にだっこされる。実験者ど観察者は連繋を

保ちながら，次の様な形で検査を進めていく。段級ボー

ルテストでは，直径2％インチを最大に，2イ ソチ，1

％イソチ，11イソチ，1弱イソチ，％イソチ，兆インチ，

％イソチ，3／ユ6イソチ，％イソチの順に，計10個の白玉か

らなっている。この白玉を実験者が畏さ1mの黒い棒に

さし，被験者が追視出来るスピードで，・床面にはわせ，前

述の大山が用いた判断基準に似たもので乳被験者が視認

したかどうか，・2人の観察者がみて判断するのである。

ただ大山も言っている様に乳児の場合，みたか一みな

いかの反応は，その月齢によってもちがうし，不明朗な

面も多いので，その正確さを計るため，条件づけを検査

前に，距離2m，直径2イソチの白玉を用いてオベラソ

ト法セやってみた。・この時の強化刺激は聴覚快音と考え

られる六連打チャイムである。そしてそのやり方は次の

通りである。

　1．みない反応を確かめる為，二，三度白玉だけをそ

2

3

4

う入する。

　同時条件づけ（季とヂャイムを同時艦刺漂どして

与える）一これは中性刺激である玉今の泣意喚起

をはやめる為，連続三回，ブラス反応 （玉をみる）

だと次に進む。

　条件づけ（玉を被験者がみる と強化と、じてチャイ

ムをならす）

連続…三回， ブラ ス反応があれ嬢次に進む。　もし連続

ブラス反応が卸嫡鰍（例えば＋ザ料r）
・ならばギ 飾φ同時条件づけ睡戻る。・

　消去（強化刺激がなくて も玉をみ袴反醇グ簿藩し

たかどうか確かめる為，強化なしに玉をみせ，被験

者がみきかどすかを確がめ為） 、rr

連続三回，プラス反応があれぱ次り本検査にはい

　る。なお失敗の場合にほ，前と同じやり方で，前の

条件づけに戻る。i　
この様にしながらゲ乳児の視覚テストを行った。

又， この検査乏董費しながら雪 検査の妥当性を高める

写真1　10個の白玉， ．一 左端琴あるのが，条

　　件づけに使った直径2イソチの白玉
写真3、観察窓

写真・2 強化刺激の六連打チセイム 写真4 被験者の眼前の模様1

q
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写真5　検査中の被験者とその親

第12集

in　Babies　w三th　Minimal　Brain　Damage”の中から

睡眠に関する項目8問，哺乳に関する項目5問，憎緒

に関する項目7聞，動き，感覚に関する項目4間をと

りだし，低一過活動を問題行動として母親の評定の

もと，5段階のS　D法を用いて行った。なお予備調査

を愛育ナーサリールームで行った。

第4表　問題行動評定衷

非常にそ　大体そう　どちらで　大体そう　全然そう
うである　である　　もない　　でなし》　でない

I　I　I　l　l

写真6　検査中の実験者と観察者

事，乳児の視覚に大きな影響を与える要因をみつける察

などの為に・各月齢時に，次の様な検査，調査を実施し

た。

　④．出生時の問題調査

　　O分娩方法：　吸引，骨盤位牽出，帯王切開，鉗子

　　　　　　　　など，又局部麻酔の使用

　　。新生児の状態：　仮死の有無

　◎。、出生時体重

　0、両親の裸眼視力（母親の報告）

　㊤，睡眠』崎乳などに闘しての問題行動評定（3ヵ月）

以⑳甥㊤の睡眠，哺乳などの問題行動評定には第

4表の調奪表を用し）た。

　　弔の調査牽賎 胎児期、新生児期に何らがφ原肉で

脳に微少な障害をもち，それが，睡眠や哺乳などの活

動の低活鋤一過活動として現われること．を予想し，

H．F．R，Prechtlの“The　Mother・Child　Interaction

　1　寝着きが悪いですか

　　（なかなか寝ない，ねる時ぐずるなど〉

2．　日によって昼，夜，まちがえる稚寝る時間がまち

　　まちですか

3，　めざめが悪いですか（よくぐずるなど）

4，眠りが浅く，すぐ目をさましますか

5，　眠りが深く，なかなか目をさましませんか

6・　一日全体の睡眠時問は短かいですか（昼喫も入れ

　て具・体的に何時間）

7，一日全体の睡眠時間は長いですか

8．　困る程夜泣きがありますか

9．一日の哺乳量が少ないですカ、（具体的比向cc）

10、一回の飲む量が少ないですか（具体的に何cc）

1L　飲み方が弱いですか

12．　乳をよくこぽしますか

13，貌をはきやすいですか

14，人工乳の場合，温度が少しでもかわると飲もうと

　一しませんか

15、風呂をいやがって，浴槽に入れるのが大変ですか

16．　だかれるのをいやがりますか

17．　だい．ても動いてだきにくいですか

18，はげしい声で非常によくなきますか

19・ほとんど泣かず非常におとなしいですか　

20，．無衷悔そ，あまり笑ったり楽しそうな顔をしませ

　んか

21、非常に落着きがなく，少しもじっとしていません

　か
22，非常に落着いていて静かにしている方が多いです

　 か

23、騒音や明かるい光に対して極端な感受性を示しま

　すか

24，騒音や明かるい光に対してほとんど感受性を示し

　ませんか

一138一
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㊧，親子関係調査（9ヵ月）

　 これは，母親が子供にどういう態度で擾しているか

　を調尋，それが幌覚の発達にどう影響レてくる塑をみ

　るだあに行ったものであ畜。なお調査表は，支配と自

　律，愛情の暖かさと冷たさ，、家庭内でg不安の＄舳か

　らなっている年島案親子蘭係調査（日本総合愛育研究

所願第8集） を乳児用醐い方輝正 して用りた・

　㊦．愛育研究所式乳幼児精神発達検査（12カ月）

採点方法

O乳幼児の視覚能力テスト

　イ・．月齢ごとに， 各グル〔ブ別に玉の家きさを測度と

　　した通過率を求めた。

　ロ，次に玉の大きさに反比例して・スコアーに重みブ

けをしていった。第5表はその方法を示すものである。

第5表　玉の大きさと重みづけ

カ1樋鵬（二人嘱購の諏度は“99脚「そのス
コブ」xO，5jを得点とした5例えばA君ゐ場合！手t5m

の得点は，4呂轟　3 mり得嵐は5・2ζなる（第6衷）。

1第16表A君の結果

藷廼12巻1麦国器1暑田・器
伽曇＋／ ず国＋国＋国、＋1－

3mT＋1＋ 国レrH－H十

玉の芙きさ國1去［1囲壱圖 謡陸
大きさ比12・’1 ・2181614／3121・・511

　なお，みえる一みえな納g蓋準は，二人の観察者の

判断の一致する所とした。しかしどうしても判断が異な

る場合は試行を二回とし，；回目で判断，・それでも相違

O睡眠，哺乳などに関しての問題行動評定（②）

この採点法は，5段階りSD灘用い」ド常に葡

であるが4点，大体そうであるが3卓，どちらでも塗

いが2点，大体そうでないが1点，全然そうでないを

傭とし，総鯨を諦献した・なお・即噸問
形式で2間ねっで幡もの醐澗題行班考えら
れる一方に対してのみ編点化し，2問ともごぢらでも

　ない時は一方の2点だけを得点化した。

。親子蘇調査（㊨）謝

．前記の研究所鞭第8郷繊されてい碑師法
”をとり，採点基準も，標準段階もそのまま用いた。

O・ 育研究所弍乳幼児精神発達検査（㊦）、

　　テスター三人で，一対一の個別テストφ形で実施

　1し，その績果を発達指数としてあらわし鳶。

【

皿　結

〔乳幼児の視覚能カテスト〕1

なお・ この測定の場錬継おいて・雫の小さレ’寿が

みえてドより大きい方がみえないという箏が起きるムこ

鱗嘩するよ、う、な心理騨因による吻である・この

物理的にはおかしい礁がどの程度起きだか調べた所1 実

果

痴値と理論値ゐ不一致の人数の割合は15，2％であった。

次の結果は実測の値で，イ、通過率は第7表，、マ，重み

づ膏をした能力は第8表め通りである。又この但をグラ

客勲牡第2図の様になる・

・第了表通過率（％） （D 31カ・月r
＼　　　　　グルーヅ　　　距 1 2 3 4

離 1 5m i＝3m 15m 1r3m 1．一5m 13m 1．5由 」　　
　

　
．、

主の一 6L5 100．0 77．4 ・95．7 60．9 92、6
』卜4砿7

　12一イソチ　2

92．3

1壱〃 ・69．2 34．6 19α3 64㌧5 r87．0 47．8 77．6・

1〃 69．2 15．4 19L・ 19．4 73．9 30』4 70．4 14．8
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萩原他＝乳幼児の視覚能力テスト開発め研究

3
一イソチ4

100
92．0 95。7 91．3

100
81．8

100 95．7

工
　　　　ク2

100 L92，0 9工．3 82』6
：．『i100 r86．4

100 　187。0

3
　　　　ク8

100 8Q．0・ 87．0 78．3
10Q 86．4

100
87．0

1
　　　　タ4 96』O 60． 0 82．6 『69，6’ ・10σ　1： 68」2r 95，7 91．3

一3

　　　ツ16
・96』o 44乙0　　　　』65乙2 56』5　「 10σ 63ゴ6

100
78，3

1
　

　　ク8 76．0 16，0 47，8 26．r 90．9 45．5 91．3 60．9

（4） 112カ．、月

1 12
1
3 4

1．5m 1，3m L5m　l 3m レ3m L釧 3m
玉の天ぎ八

L5

2⊥イシチ　2 1σo
1bo 100 100 10Q

「コ

・』

100 1qo 100100 1qo 100

　1

1一　〃

　2

100 10Q 100 100 100 ．95．0
100 100

1　〃
100

97．0
100 100 100 100 100 100

3
　　　　ク
・4

100
87．0 、100 』工09 ．100

100 100
96，0

1
一、　”2 97．0 97．0

100
91．7

100 100 100
96．0

3
一　　”』8 、97，0

87pO 10①、　　　 】91．r7、 、100 95．0 92．0 96．0

1
＿　　 〃　4 ユ00 　　　、 58．0 195、8　　　　・187．5 ・r 工00 90．0 96．0　ピ　　　92．0

3
　　　ク16 97．O 51．6 79．2 83，3

100 80．0 92，、0 92」q

1
　　　　ク8 97．0 35．5 79．2 75，0

100 8010
92．O　　　 96。．0

第8、表二重みづけをして表わされる視覚籠力　　（ユ）　3　カ・月』

逼・之　　1
　　・距 離　・5ml3m

2 3 4

・・5m　l3血 L5m　l3m ・加” ・3m一

入 数、 26． 3寧”
25 27F　5δ

FM
王1レ735 2，550

　　　［
14・ 94 2・436 14，332 2，984 8，626 1，707

SD1 11，118 5，708〆14，813．　2，279 ユ4・830 4，464　11， 654　、3，304
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　　（2）6　ヵ月

逗ノヒヴ　　・
　　距離へL5mi3m

第12集

2 3 4

人 数 27

1・513m　L5ml3m・1．5mI3m
25 24 25

M
54・985　19・7U　38・044　19，652　49，583　26，779　53，832　35，568

SD
12・866　エ6・298　20・510　16，083　エ6，480　16，397　16，087　22，125

（3）9　カ月

》斜　1
　　＿1・5ml3m

2 3 4

人 数 25

L5mr3m　L5mI3m　L5ml3m
23 22 27

M
57・768　33・148　45・104　37，061　61．682　42，886　61，648　52，467

SD
9，772　17・635　20，208　20，482　5，750　20，486　6，687　15，776

（4）12ヵ月

逼レヴ
　距　離一

1 2 3 4

人 数

・・5mI3m　L5m［3m1・5ml3m1，5mI3m
31 24 20 25

M
62・048　38・758　56・146　54，058　65，0　55，735　59，900　60，768

SD
6，001　20，525　14，452　17，905 0　　　14，921　　　11，074　　　　7慶433

〔調査◎一出生時体重〕は第9表の通りである。

第9表出生時体重
　　　〔調査◎一両親の裸眼視力〕

（g）　　第m表

燭・ 2 3
4　全体

M　　　3142・0303030・0913115．7863105．3133097．556

SD　 387，281363，041472，995365．159398．975

体重の軽重を全体の平均から1シグマー以下，以上と

いう所でとった。それで次の様になる。

≦一1SD 十1SD≦

父

母

父

母

網1 2　　3　　4　全体

右MO。8470．736LO530，8360．864
　SDO．569　0、569　0．536　0，581　0，576

左錫1翻騰1鰹膿18：睡
右M　O・6690・8850・8210・8790．812
　SDO、5350．5490．5310．4850．534

左轟8：器手8：ll蓼8：器18：§8§8：§響

2698 3497 　　両親の裸眼視力の良悪を，全体の平均から1シグマー

　　以上，以下という所でとった。それで次の様になる。
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萩原他 ＝乳幼児の視覚能力テスト開発の研究

第2図

Score

63．5

43．5

30．2

20．2

13。5

8．5

5．2

2．7
．1．0

　0・

1．．5M 3．OM

9

〆

’

1 ’

／
1 ’

一

ノ　ノ　’　’

　　／

二臨M終写1担

　’

∈

二窪。M終ll｝小一大

！，∵

一 7

一　　■ 二編5M謝 炉少
餉　　一　　F

二（葛5囎｝轡

3

一一
1群（大→小①L5M伽．OM）

一一一
2群（大→小①3 ．OM②L5M〉

　　第3群（小→大①1．5M②3。OM〉
　　第4群（小→大①3．oM②L5M）
　　　　　　　　　　　　　　　　9個

6　　9　　12　3 6

8

7

6

5・

4
、3

2
1

9　12月令

良 馴左父劇右讐左
十1SD≦

、い．44・い・44・1L3461・・3与3

≦一・SD
1軌2881・・27・1・・2981・・289

〔醐査②一睡眠， 乳などに関しての間題行動評定〕

問題行動がみちれるかどうかを，全体の平均から1シ

グマー以上，以†という所でとった。それで次の様にな

る。なお以上が問題行動有り，以下が無しを示す。

≦一1SD　　十1SD≦
22 36

第1陵

＼蟹1・1213141全体
N 12612gl24127い・6
M 129，46912咽31・・83127・・34129・254

SD 1’5，6・717・19616』57・15・・6316・316

〔調査㊧一親子関係調査〕

、素点を標準段階でラソクづけし， ＋，一1．点以上の人

数を調べた所，次の様になった。

第12表参照。

一143」
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親の態度

支　配 自　律

N 9 34 N

親の態度

暖かい1冷たい

39

〔調査㊦一愛育研究所式乳幼児精神発達検査〕

第13表

5

＼廻1・ 2 3 41全体
N　l3112312・1』251g9
M　I111・4521・2・・174112軌・5・1・19・6・・II2・、姻

　発達指数の高低を，全体の平均から1シグマー以上，

以下という所でとった。それで次の様になる。’

〔条件づけ回数〕

　6ヵ月以後は条件づけ（同時条件づけ，条件づけ，消

去過程を含む）が最低の9回で終る者がほとんどであっ

たが，3ヵ月時の乳児は，条件づけが出来なかったり，

試行回数が多かった者が多数いる。そこで，3ヵ月時に

条件づけが出来なかったり試行が多かったものを条件づ

けの困難な群，9回の試行で終った者を条件づけ容易な

群と考えた。試行回数が多いという築は，条件づけ出来

ない者を除いた者の試行回数の平均と標準偏差を出し，

1シグマー以上回数の多いものとしたのである。その結

果は次の通りとなった。それで条件づけ回数19回以上の

者と条件づけ出来なかった者を条件づけの困難な群に入

れた。

第14表

N M S　D

≦一・SDI＋1SD≦
107　　　　12．693　　　　　5，389

・・9・4531・3L395

lV　分 析

〔乳幼児の視覚能力テスト〕

　重みづけをされた値の結果から，各グルーブ差（刺激

条件差）をみようと，分散分析を行った。

第15表　（1》　3ヵ月 1．5MsvlssldfIMslF6
級　間　　607・

　　　　140
　　202．
3　38L104

級内19620・　107　183・
　　　　104　　　　　　　365

全体20227・　110
　　　　躍

3M

SV ISS
d　f IMsIF・

級 間　　22．1 3
7．37　0，49

級
内　161L　　　59 107

15．06

全
体　1633・　　　69 110

（2）　6ヵ月　1．5M

svI　ss　ldf lMS Fo

級　間　　4554・　　3　　　　915 1518．
05 5．265＊＊

級　内　27974・　　97　　　　723 288，
99

全体32529・　100　　　　638

3M

svIssldfIMS『F・
　嘆「ぎ131夢一
級内32030・
　　　　　08

　　　333．96

　　　65

全体
99

（3）9ヵ月　1．5M

SvISSldfIMSIF・
級間4328・
　　　　　05

　　1442．3、　　　　　　　　　9．78＊＊

　　　68
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萩原他：＝乳幼児の視覚能力テ不ト 開発の研究

　　　13714．　　　　　　　　　　　147．

級内　20　93　46
　　　18042．全体　　　　　96　　　　25

　以上の結果から，工．5Mの距離では，6ヵ月，9カ月

時に，3M距離では，6カ月，9ヵ月，12カ月時に条件

差が出る泰がわかった。そこで今度は，その有意差の出

た所だけ12グルーブを対の形にして分散分析を行った
所1 次め様な結果が出た。

3M

SV［sslロIMslF・
　　　5484．級間　、11

第旧表

6ヵ月　1．5M 6カ月　　3M　　9ヵ月　1．5M

3　182絃　5，09＊＊
　　　04

　　　33375．級内　　　　6
　　　358，93

　　　88

　　　38859．全体　　71
96

矧・回314

、3i川

・、1』1 1＊＊1＊＊

21、1、捧
31 口、

多艸1314

・31

（4）　12・ヵ月　L5M

　　　　717．級間　　　　01
3　　　 239　　　　、2．5

　　　91941
級内　　　　68

96　　95，78

　　　9911．全体　　69
99

9カ月　3M、 112ヵ月　　3蘇

ゴlll
卜＊

21川＊＊
31

口

3M

3卜　1

＊”　”0．05

＊＊㌧・一〇．01

svlSS［dfiMstF・r
　　　7696．級間　　　　82

　　　38685，級 内
　　　　18

　　2565．3　　　　　6，37＊＊
　　　61、

　　402，96

　　　97

全体46382．
99

＊＊一一〇．01

　　　　　　　　　監
　次に，この視覚能力テストの結果と ，前述した大山の

報告乏を比較してみわg、大山は5mの距離で，直径L5

㎜の球か円をみる蛮が出来る視力を1としたので，網膜

上に現象的k同じ視力を得る為には，L5mの距離で直

径0．45皿皿，3mの距離で颪径0．9㎜，の玉をみる力とい

う事になる。そこで， この視力1を基準とし，玉の大き

さと距離を考え，各玉の大きさを視力に換錬すると，次

の様になる。

　この第17表から， 大山の報告（第2表）の内より良い

結果と，視覚能カテ郭1トの結果を比較、してみると次の様

になる（第3図）。 二
1　 　、　　　1　　，玉』：述　．

第17衷

（イ
玉の大きさ

　ソチ）

　12－

2
　11－

2 1 3－4 1｝2 計・ 1
一4　・

　3－6
1－8

（ミ

玉の大き・さ
　　リ）．、

63 38 35 19 13 、9・5 6．2 4．7 3．2

視 1．5m 0，OO7 ．0，012 0，013 0．0235 0．0345 0．0475 rO・0725』 0．0952 0、14

カ』3m 0，014 6，024 0，026
o，64レ』 b，067 6，095

軌14 0，191 o・2＄
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第3図

3ヵ月
玉の大きさ 2吾 1垂 1 妾 去 音 を 意 奇

距　離

1．5

翻
iI

3M §liI 1
6ヵ月
玉の大きさ 2を 1壱 1 書 を

3ず

÷ 轟 魯

距　離

1 li
ll．1

馨　1：　■　I　I　r 1 曜

Igヵ月
玉の大きさ 2参 1士 1 薯 堂 音 ÷ 轟 を

距　離

1．5 馨1湘
3M

馨 臣 口

12ヵ月

玉の大きさ 2晋 1を 1 茅 委 暑 桑 養 看 く春

距　離
1．5

M 1田 1 馨
3M

§川

liIll
l　Gr2Gr3Gr4Gr大報
　　　　　　山告

〔乳幼児の視覚能力と出生時の問題一調査◎〕

イ．分娩方法　　吸引等の使用の有無

第18表

職．綿．、講、、韻m

N
有1 35 33 33

無1 76 671 64

M
有［8・12812・217151・・52129・991159・764142・991

無114・26・＊12・497i484・gl以・733155・・714・・977

S 有18・43715・鍛9116・46126・234［9・・26118・％9

も一 14，88213，37gl・8、6・51・9、・21115，22512・335

12ヵ月

・・5ml3m

37

63

62・4・gI54・497

59・1gl49・473

4・783t15・155

1L83412・・

F一検定

＊臼””・0－05

＊＊……0．01
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ロ．分娩方法　　局部麻酔の使用の有無

第19表

月 れ　い
3ヵ月 6ヵ月　　　　　　9ヵ月 12ヵ月

距 離 ・．51ml 3卑　L5・m卜3m…　5！ml 3卑r　　1，5m　　　3・m

N
有 1　72 1　68　1　62 1　64
無 1　38 1　33　i　34 1　36

M 有・
1　13．622　　　■　　　　　　　　

＄02凶5軌・3512卿睡476 妬i4821621・必＊5以・48

無
［1・・q・11 ・．968 14蘇23612瓢4・315皐釧 3臥・7・5乳43615・・658

・吻3い169い乳・・
有 い49751 4．7991・乳4771・創1・8 i・2・139

無 1乳9・11 ・・．6Ll19・・15い軌3・gt・5副 2・、46、い包93・12漉

ハ．新生児の状態　　仮死の有無

第20表

月1れ　い

距、　　離

　 3ヵ月
1・5m

13m
　、6ヵ月

・．5m13m
③ヵ月冗 12痢月

1．5m　 　　3m 1，5 m 3m

有1 18 21 20 22

N

・有lg56・i

80 77 78

M
無

い2・ミ・51

SポD
有 い・…21

無
1・3・972i

〔乳幼児の視覚能力と出生時体重一調査◎〕

第21表

月　れ　い
3ヵ月 6ヵ月 9ヵ月 12カ月

距 離 L5辺卜3㎎ ・．5・mi鋤 1し5灘卜3m ・・5ml ・3m

重
12 1 9 10 10

N
11 11 12 13

M 重

S・D

、重

軽
1 8，873／23』436’

一147一



日本総合愛育研究所紀要　　　第12集

〔乳幼児の視覚能力と両親の裸眼視カー調査0〕

第22表

＼月拠’ 3 ヵ月　　　　　　　　6　ヵ月　　　　　　　9　ヵ月
12ヵ月

距　　　離
1．5m 3m L5ml3m　L5mr3m ・・5ml3m

N　璽共1 6　1　7　　　　5 4

螺共1 9　1　6　　　　5　［ 5
　　　　良M

19，883 1塩・5［51，1igl2鼠94315盆55・．、8
6＄515亀4＊＊

悪 1・＄4 1L・8gI4乳9511翫6515α・8123．52r 5砿18123・52
　　　　犀S∋D 1・生579 1’7・2341・48631・乳465122・ r・＆3551 ・『絃66

悪 匡565lL13gl11・959114・5釧16．3・4r・4、489 1　16．314　　14．489

〔乳幼児の視覚能力と睡眠，哺乳などに関しての間題行動の有無一調査◎〕

第23衷

》芝、3ヵ月　　6ヵ月　　9カ 月　　12ヵ月

距離L5ml・3m1・5ml3m　L5ml3m1．5ml3m
・4 　　・1　『　・3　　　・1N　有1

　　L塞」　11　1　13　1　12　r　正3　　　　　有

M　　I軌5861L97914軌1－1・94515亀63・14盆6・516α473141．6・8

無1色51翫22gI3　41・乳74616　14危87516　睡377

s．D
有11α6鍛レ剛2　1・絃組51・λ31・亀1831軌57312a146
無1臥・4gI 歌7641・乳31512伍6771圃1危58211L5381・絃967

〔乳幼児の視覚能力と親子関係一調査㊨〕

支配『鰍暖かい『冷たいのどちらの軸も・分布する蝉の偏り力励すぎて差が求められなかった．

〔乳幼児の視覚能力と精神発達指数一調査㊦〕

第24表

月れい　　　　3ヵ月 6カ月
距高離 Lsm 4L3皿L5ml3m

9ヵ月 12ヵ月

1，5m　　3m　 工．5m　　3m

N
13 13 15

轟1…lll引1………1≡に1…到…1…割………壽低1 12 12 12 15

M

S・D
・低1・甑23g巨82712L92412L79312砿817121，598111…illlli！i§高ll7・2・512・37・17・2161・4，585いト4．9泓
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〔乳幼児の視覚能力と「条件づけ難易」〕

第25表

月 れ いr 』言カ月 6ヵ月 9カ 月 12カ

距 雄 L5m・1 3m ユ，5ml3車 L5m「i3厘 1．5血’

N
易 1　4・ 28　i 31・ 　1 3

難一
20 ・g　i ・8　1 1

M 易1 1・6岬
1，

3。765』 〆昼51・68＊＊125・56ぎ 5ゆ、1”々，31軌1 師74

難 18・2・51 0．83、『 ∫3翫642匪4・・ 15晦・1・3銅・ 55，963

匹 I　　　　　　　I　　　　　　　I ［　　　　　1

S・D
易1・4・gggi 5．254＊

　　6ヵ月

L5．朔3m
　　　28

19

　　9ヵ月
L5界「i3、順

　　
31

18

　12カ月
L5血’ 3m

　　　31

19

1 1 i 6 1 1 1 1
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　精神発達指数と，一条件づけの難易につ“ては3力丹時

の条件づけの難易と洞磁継で9伽月時嚇鱗
達指数との蘭撫を調べた所1・発達指数の高い者14名中ヂ

V　考

条件づけが困難だっ準ものは2名！こすぎなか？たq琴対

し， 発達指痴低賭1銘屯条件づけ力姻難だっ畑

のは，3、5倍の7名鱒達した。

察

1．乳児の視覚は，急な勾配をもって発達する。

2．乳児の視覚は，大山の報告に似た過程を通って発達

する。今回の検査で，被験者の少ない大山の報告と，ほ

とんど一致した検査結果が戯た。

3．乳児の視覚は，提示蕗離，玉の大きさの順といった

刺激条件差によって，かなりちがった結果を得る。

4．第2図からわかる様に玉の大きさを小→大，提示距

離が　遠（3m）→近（1．5m）の刺激条件の時，比較的

高い得点が出る。

5．一方，玉の大きさを大→小，提示距離が近→還の刺

激条件の時，得点が他の条件に比べて低くなる◇

6，乳児の視覚は，提示に対する持続的関心度に影響さ

れやすく，心的飽和の状態の時には，視覚の碍点が下が

る。特に玉が大→小に移る時にはその影響が大である。

この事は，距離L5mでの第2群，距離3mでの第1群

（双方とも提示距離が後半部で玉の大きさが大→小に移

行）の得点が下っている凄で示される。

7．　以上の原因からも，又より正確な判断を期する為に．

も，本検査試行前の条件づけは必要な手続きだと考えら

れる。 ただこの際の条件づけの手段，提示物，提示距離

は色々な角度から再吟味して，より正確な反応を求める

方法を追求する必要がある。

8．第8葬，第2図がらでもわかる様に，3ヵ月児につ

いては，視機能の発達，凝視，固視などの基箪の問題

もあり，提示物や提示距離等，スクリー晶ソグ設定上問

題を残す。

9，一方，12ヵ月児については，1．5mの提示距離は恥

にスクリーニソ、グの基準をはるかに超える段階に来てい

ると考えられ，検査への集中度や，視覚的反応の多様化

などから，3カ月児と同様，検討を要する。

10．　乳児の視覚に影響を与える因子をみていく◇

　両親の裸眼視力との関係（遺伝）は，月齢が長ずるに

一つれ七両親共悪い群が視覚検査の成績が低い（第22衷）

特に条件の悪い遠い距離において9ヵ月，12ヵ月で両親

共良い群の約半分しかみえず，12カ月では1％の有意差

が出ている。こ㊨点は注目に値する。しかし何分被験者1

の数が少ない事，その後の発達がある癖などから，十分

フォーローした後で結論づけなければならない。

　精神発達との関係は，9カ月時で発達指数の高い方が，

薗方の矩離で有意に， より高い視覚得点を上げている。

これは精神発達のより高い群が9カ月時という時期に璽．

この検査課題をはっきり認識し，興味をもってやる為に

出た結果だと思われる。又条件づけ難易との関係は，3r

ヵ月の3m，6ヵ月の1．5mで条件づけ易すい方が有意

に高い得点を上げている。この癖は， 視覚的に見えにく
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い為に条件づけしにくいのか，それとも条件づけという

一連の課題が理解出来にくい為なのか，この二つが原囚

していると思えるが，いづれにしても条件づけの難易が，

視覚能力に相当影響すると考えられる。その他，分娩方

法，新生児状態，出生時体重，睡眠，哺乳などに関して

の問題行動の有無，親子闘係についてはほとんど有意な

差が認められず視覚能力に影響する因子とは考えられな

い0

11，　3ヵ月時の条件づけの難易と12ヵ月時の精神発達

に何か関係がある様な気もする。しかし被験者の数やそ

の後の発達，発達検査の信頼度などを考えると結論を急

ぐのは危険である。

12，視覚（知覚）の発達にかかわる問題，例えば乳児の

知覚の関心（色，形，方位，複雑さ等），知覚の恒常性，

等を今回の検査法でさらに吟味し，スクリーニング法の

精度を高めていく必要がある。

〔なお，本稿執筆時において綱野武博（5研）が参加し

た。〕
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